
４．配慮内容【ステップ３】＜完成（整備前後の写真やコメント等）、計画済・計画中（想定される内容）＞

１．事業概要

個別事例調書「ぐんまの風景を魅せるインフラ整備」（スキルアップチャレンジ）

２．現場の特徴【ステップ１】

・自然が豊かな山間部であり、自然景観を楽しめる。
・道路沿いに植えられている桜並木が、周囲の景観とマッチしている。

３．事業目的【ステップ２】

①現場から何を見せるのか
構造物と桜並木を主とした自然景観の調和を見せる。

②どこから現場自体を見せるのか
道路利用者や近隣住民から見せる。

③目指すべき目標像
拡幅に伴い山側に構造物(ブロック積)が設置されるため、明度を落とす等、周囲の景観に溶け込む構造
とすることで、桜並木を含めた自然景観との調和を図る。

R6年度完成 事業名：（主）富岡神流線 単独道路改築事業

区分

道路（山間部）所属･係名 富岡土木事務所

（主）富岡神流線は、甘楽町秋畑地区から富岡市や高崎市
へ繋がる重要な幹線道路である。雄川と山に面した道路であ
り、一部センターラインのない狭小な道路となっている。
当事業は、狭小区間L=375mの道路を拡幅し、正規の道路

幅員を確保することで、通行者が安心して利用出来るよう整
備するものである。

路側ブロック(通常)

事業箇所

事業区間 L=375.0m

路側ブロック(粗面タイプ)

拡幅される山側の路側ブロック積を粗面タイプで施工することで、
桜並木を含めた周囲の景観と調和するよう配慮

施工前

工事完了

至 神流町

至 富岡市路側ブロック積

桜並木

路側ブロック積
（粗面タイプを使用）
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